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本について - 
危機に瀕する地球



 






 







  
...


  

    

    人類の生命は、この地球の歴史の中でかつてないほど脅かされています
  


  
...


  

    

    すべてがほぼ同時に頂点に達する多くの危険によって、
  




  

    
そしてその時は今年もすぐ近くにあります
  


  
...



—

  

    

    ジョージ・ウォルド博士、主席科学者、ノーベル賞受賞者）
  





 







  
...


  

    
私たちの文明は限界に達しつつあります
  


  
...


  

    
そして
  




  

    
人類の存続が危機に瀕しています。私たちは
  




  

    
不可逆的な気候変動の入り口に立っている。
  



—

  

    
ミハイル・ゴルバチョフ
    
  


  
(


  

    
元ソ連大統領
  


  
)





 







  
...


  

    

    私自身、怖がりな人間です。私が知っている科学者は皆、恐怖に怯え、命の危険に怯えています
  


  
...



— 

  

    
ハロルド・ユーリー教授
    
  


  
8
  (


  

    
ノーベル賞受賞者
  


  
)





 







  

    
そして神の言葉はこう述べています。
  




  
...


  

    

    人々の心は恐れのために失望し、地上に起こるものを見て天の力が揺るがされるからです
  


  
...(


  

    
ルカ
    
  


  
21:26)


  

    
。
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ランバート・エゼ・オカフォーは、イモ州オル地方自治体区域のネンピで生まれました。彼は公立中等学校オウェリに通い、その後イフェ大学に通い、そこで学士号を取得しました。
    
  


  
1981
  


  

    

    年に経済学の学位を取得。これらのことが起こったとき、オカフォー氏はナイジェリア銀行ユニオン銀行の上級職員でした。
  




  

    

    （彼の妻のオゲチュクは数学を読み、アナンブラ州教育省に勤めていました）。
  



 






 








Otakada.org 
について 






  

  


  


  

    
私たちについて
    – 
  


  

    

      
Gods
      Eagle Ministries – 
    
  


  

    
私たちは統一されたキリスト教世界を構想しています
  


  

    

      
!
    
  


  

    
ヨハネ
    
  


  

    

      
17:21-23!
    
  






  

    

      

        
Gods
        Eagle Ministries 
      
    
  


  

    

      
についてようこそ
      – 私たちは統一
    
    

      
        

          

            
キリスト教
          
        
      
    
    

      
世界を構想しています
    
  


  

    

      

        
!
      
    
  


  

    

      
ヨハネ
      
    
  


  

    

      

        
17:21-23!
        – 
      
    
  


  

    

      
私たちは神の言葉を国々に植え付けており、神ご自身が御言葉にある時代を超えた真実を通して人生を変えています
      – 一度に 
    
  


  

    

      

        
1
        
      
    
  


  

    

      
つのコンテンツです。
      – 私たちはキリスト・イエスにおいて一つです、一つであり続けましょう
    
  


  

    

      

        
!
      
    
  






  
神の鷲のミニストリーズでは、統一された
  

    
      
キリスト教
    
  世界を思い描いています。ヨハネ
  


  

    
17:21-23!
  


  
私たちは
  


  

    
200
    
  


  

  万を超えるキリスト教中心のコンテンツを各国に播種しており、神は御言葉にある時代を超えた真実を通して
  

    
、一度に
    
  


  

    

      

        
1
        
      
    
  


  

    

      
つのコンテンツを通して人生を変えています。
      – 私たちはキリスト・イエスにおいて一つです、一つであり続けましょう
    
  


  

    

      

        
!
      
    
  






  

  

    
壁、国境、宗派のない伝道、弟子訓練、カウンセリング、癒し、救出、回復、そして祈り
  ！






  

    

      
私たちは皆さんと一緒に、
    
  


  

    

      

        

        


        
      
    
  


  

    

      

     
神の御霊がこの時期と季節に宿り、楽に活動できるように、心の中に大規模な霊的神殿を築いています。ですから、神が私たちの霊を癒し、救い出し、回復してくださるように、私たちと一緒にいて、私たちと一緒に築きましょう。魂と体をイエスの御名において、アーメン！
    
  






  

    

      
、テサロニケ第一
      
    
  


  

    

      

        
5:23
      
    
  


  

    

      
、テモテ第二
      
    
  


  

    

      

        
1:7
        
      
    
  


  

    

      
ヘブライ
      
    
  


  

    

      

        
4:12-13
        
      
    
  


  

    

      
を
    
    
ご覧ください。
    

      
コリント第一
      
    
  


  

    

      

        
3:1-17;
      
    
  


  

    

      
レビ記
    
  


  

    

      

        
26:12;
      
    
  


  

    

      
エレミヤ
      
    
  


  

    

      

        
32:38
      
    
  


  

    

      
。エゼキエル
      
    
  


  

    

      

        
37:27
      
    
  


  

    

      
。コリント第二
      
    
  


  

    

      

        
6:16
      
    
  


  

    

      
。ヨハネ第一
      
    
  


  

    

      

        
4:4
      
    
  






  

    

      
読んでください
      – テサロニケ人への第一の手紙 
    
  


  

    

      

        
5:23
        
      
    
  


  

    

      
増補聖書
      
    
  


  

    

      

        
(AMP)
        
      
    
    

      

        
23
      
    
  


  

    
さて、平和の神ご自身が徹底的にあなたを聖別してくださいますように
    
  


  

    

      
[
    
  


  

    

   
つまり、あなたを世俗的で下品なものから切り離し、あなたを純粋で完全で傷のないものにして、神に聖別してくださいますように。神の目的のためには別として
  


  

    

      
];
    
  


  

    

    そして、私たちの主イエス・キリストの到来の際に、あなたの霊と魂と体が完全に保たれ、罪のない状態に保たれますように。
  






  

    
神のワシのミニストリーとは何者で、私たちは何をするのか
    –
  






  

    
God's
    Eagle Ministries 
  


  
における私たちの姿は、以下に強調されているように、私たちの
  
ビジョン、使命、価値観と結びついています。






  

    
私たちのビジョン
  


  

    

      
:
    
  






  

    
短いビジョン
  


  

    
:
  


  

    

      
私たちは、キリスト中心
      – 従順に基づいた弟子づくりを通じて、統一されたキリスト教世界を思い描いています。
    
  






  

    
拡大 –
   
私たちは、平和を通じて精神の統一が維持され、従順に基づいた弟子としての資質と、聖霊によって私たちの主イエス・キリストの正確な知識と啓示された言葉を備えることによって信仰の統一が達成される、統一されたキリスト教世界を思い描いています。
  






  

    
我々の使命：
  






  

    
短い使命
  


  

    
:
  


  

    

      
私たちはキリスト・イエスにおいて一つです
      – 私たちは聖徒たちの間で精神と信仰の一致を促進するために存在します
    
  






  

    

      
拡大 –
      キリストの体における
    
  


  

    

      

        
5
      
    
  


  

    

      

     
倍の奉仕の賜物と連携した私たちのすべてのリソースは、私たち全員が一致を維持するまで、聖徒たちを訓練し装備させるためのキリスト教コンテンツの作成、照合、および配布（
    
  


  

    

      

        
CCCCC
      
    
  


  

    

      

     
）に向けられます。聖霊が私たちを導いて、平和のきずなを通して霊を与え、地球上のすべての国で信仰と私たちの主イエス・キリストについての知識の一致を達成します。
    
  






  

    
宣教の基盤となる聖句
    – エペソ人への手紙 
  


  

    

      
4:3
    
  


  

    
、
  


  

    

      
13
    
  


  

    
。詩篇
    
  


  

    

      
133:1;
    
  


  

    
ヨハネ
    
  


  

    

      
17:21
    
  


  

    
。マタイ
    
  


  

    

      
28:19
    
  


  

    
。ヨハネ
    
  


  

    

      
8:31
      
    
  


  

    
とヨハネ
    
  


  

    

      
16:13
    
  






  

    
私達の価値：
  






  

    
大胆さ、恐れ知らず、リーダーシップ、卓越性、誠実さ、創造性、スピード、慈愛
  






  

    
私たちの情熱
  


  

    

      
:
    
  






  

    

      

     
私たちは宗派の垣根を超えて、あるいは宗派を越えて指導者たちと関わることに情熱を持って取り組んでおり、互いに関わり合うよう促し、教会と指導者のためにとりなしながら、御霊が教会や指導者たちに語られていることを伝えます。私たちは、ヨハネ
    
  


  

    

      

        
17
      
    
  


  

    

      

     
章のイエスの祈りに従って、キリスト・イエスにおける神の聖徒の中、また聖徒の間での聖霊の助けによる平和のきずなによって、御霊の一致を維持することを絶えず祈り、見て、経験し、そして奨励します。
      
    
  


  

    

      

        
21
        – 
      
    
  


  

    

      
私たちが一つになることを！また、私たちはコンテンツを作成し、さまざまな教会からの
      
    
  


  

    

      

        
5
        
      
    
  


  

    

      

     
つの宣教のキリスト教コンテンツを照合して回覧し、私たち全員が信仰の一致と私たちの主イエス・キリストの認識に達するまで聖徒たちが十分な備えを備えられるように配布します。私たちが平和の絆の中で霊の一致を維持するとき
      – エペソ人への手紙 
    
  


  

    

      

        
4:3,13
      
    
  






  

    
私たちの目標
  






  
神のイーグル・ミニストリーズの私たちの目標は、
  
主が来られる


  

    

      
2040
    
  


  

    
年までに
  


  

    

      
1
    
  


  

    
億人の魂を効果的に弟子として参加させることです。
    
  


  

    
..
  


  
私たちと居て。






  

    
私たちが行っていることの
    
  


  

    

      
7
      
    
  


  

    
つの成果
  


  

    

      
:
    
  



  
	



        

  

    
教会への統一のメッセージへの取り組み
  


  

    
:
            
  


  

  私たちはさまざまな宗派と関わり、互いに関わり合うよう促します。


        

  
	



        

  

  
年次祈りと断食：毎年、私たちは主の指示に従い、


  

    
3
  


  
月


  

    
17
  


  
日から


  

    

      
4
    
  


  
月


  

    
26
  


  

    
日までの
  


  

    
40
  


  

  日間を、一致、リバイバル、弟子としての中心テーマを中心に教会と指導者のためにとりなすために捧げます。


        

  
	



        

  

    
私たちは、私たちが執筆した
  


  

    

      
65
    
  


  

  
冊を超える弟子訓練の本を出版しました。また、他のキリスト教作家のために
          


  

    
100
            
  


  
冊を超えるタイトルを出版し、


  

    
66
            
  


  
か国に配布しました。


        

  
	



        

  

    
私たちは、各国の聖徒たちに備えさせるために、さまざまな宗派の他の
            
  


  

    

      
5
              
    
  


  

    
倍の奉仕の贈り物を自分たちで作成し、私たちのウェブサイトから
            
  


  

    

      
200
              
    
  


  

    
万以上のキリスト教コンテンツを配布しました。
  


        

  
	



        

  

    
私たちは、
  


  

    

      
Otakada.org
              
    
  


  

    
の
            
  


  

    

      
Web
              
    
  


  

    
サイト上でイエスとの
            
  


  

    

      
40
              
    
  


  

    
日間の弟子訓練プロセスを作成し自動化しており、世界中から何百人もの訪問者がこのポータルにアクセスしています。
  


        

  
	



        

  

    

   
神が御自分の民の霊、魂、体の両方に癒し、解放、回復をもたらす中、私たちは、私たちのウェブサイトや他の教会宗派との奉仕活動を通じて私たちと接触する世界中のクリスチャンにカウンセリングを行っています。
  


        

  
	



        

  

  

  聖霊に導かれた預言的行動：私たちは聖霊の導きに従って預言的行動を実行し、私たちが活動する土地を主に捧げます。










  

    

      
        

          

          https://www.otakada.org/partnership-giving/
        
      
    
  


  
にアクセスして、当社の事業と提携することができます。






  
あなたが主として成長するのに役立つ電子書籍とペーパーバックについては、
  


  

    

      
        

          

          https://shop.otakada.org
        
      
    
  


  

    
にアクセスしてください。
  




 











  
さらに掘り下げると、神のワシ・ミニストリーズの使命は、エペソ人への手紙
  


  

    
4:1-16
    
  


  
と結びついており、キリストの体にある
  


  

    
5
    
  


  

 
つのミニストリーの最高の賜物の中で最も優れたものを探し出すことで、聖徒たちにその働きに備えさせることができます。奉仕活動（労働者は確かに少ないが、私たちの周りには収穫を待っている魂の熟した収穫がある一方）は、ヨハネ


  

    
17
  


  

 
章でイエスご自身が祈りの場所で高らかに宣言されたように、私たち全員が信仰の一致に達するまで装備を続ける。私たちの主イエス・キリストについての知識。






  

  私たちの中心的な情熱は、父なる神の子である聖徒たちを、秩序に従って体の頭であるキリストに向けることです。






  
ヨハネ
  


  

    
1:12-13
  





 





  
増補聖書、クラシック版






  

    

      

        

          
12
        
      
    
  


  

    

      

     
しかし、イエスを受け入れ、歓迎したすべての人に、イエスは神の子となる権威（力、特権、権利）を、つまり神のものを信じる（固着し、信頼し、頼る）者たちに与えられました。名前
    
  


  

    

      

        
-
      
    
  






  

    

      

        

          
13
        
      
    
  


  

    

      
彼らの誕生は、血や肉の意志
    
  


  

    

      

        
[
      
    
  


  

    

      
肉体的な衝動
    
  


  

    

      

        
]
      
    
  


  

    

      
や人間の意志
    
  


  

    

      

        
[
      
    
  


  

    

      
生来の父の意志
    
  


  

    

      

        
]
      
    
  


  

    

      
によるのではなく、神のおかげです。
      【彼らは神から生まれたのだ！】
    
  






  
ヨハネ
  


  

    
3:12-20
  





 





  
増補聖書、クラシック版





 





  

    

      
12
    
  


  

 
わたしがこの地上で起こることをあなたがたに話したのに、あなたがたはだれもわたしを信じないとしたら、わたしが天上のことをあなたがたに話したとしても、どうしてあなたがたは信じることができますか（わたしを信頼し、わたしに従い、わたしに頼りなさい）。






  

    

      
13
    
  


  

  しかし、今まで天に上がった人は誰もいません。しかし、天から降りてきた方、つまり人の子


  

    
[
  


  
自身


  

    
]
  


  
が天にいます


  

    

      
(
    
  


  

    

      
        

          
住ん
        
      
    
    
でおり、家を持っています
  


  

    

      
)
    
  


  

    
。
  






  

    

      
14
    
  


  
そして、モーセが荒野で蛇を


  

    
[
  


  
竿に


  

    
]
  


  
上げたように、人の子も


  

    
[
  


  
十字架に


  

    
]
  


  
上げられなければなりません。






  

    

      
15
    
  


  
それは、神を信じる者すべて


  

    
[
  


  
神に固く信頼し、神に頼る者


  

    
]
  


  
が
  
滅び
  

    
      

        
ず
      
    
  
  
に、永遠の命を持ち
  
、
  


  

    

      
[
    
  


  
実際に


  

    
]
  


  
永遠に生きるためです。






  

    

      
16
    
  


  
なぜなら、神はこの世を非常に愛し
  
、大切にしてくださったので、ご自身の独り子（
  


  

    

      
[
      
    
    

      
        

          

            
c
            
          
        
      
    
    

      
]
    
  


  

 
唯一無二の）御子さえも差し出したからです。それは、神を信じる者（信頼し、しがみつき、頼る）者が滅びることがないようにするためです。滅び、失われます）しかし、永遠の（永遠の）命を持っています。






  

    

      
17
    
  


  

  なぜなら、神が御子を世に遣わされたのは、世を裁くため（拒絶し、罪に定め、判決を下すため）ではなく、世が救いを得て、
  
御子を通して安全で健全なものとなるためであるからです。






  

    

      
18
    
  


  
神を信じる者


  

    
[
  


  
神にすがりつき、信頼し、頼る者


  

    
]
  


  
は裁かれません。


  

    
[
  


  

  神に信頼する者は決して裁かれません。彼にとっては拒絶も非難もありません。彼は何の罰も受けません


  

    
]
  


  

  。しかし、信じない人（神に執着し、信頼し、信頼する）は、神の独り子の御名を信じて信頼してい
  
ないため、すでに裁かれています


  

    

      
[
    
  


  

    
彼はすでに有罪判決を受け、判決を受けています
  


  

    

      
]
    
  


  

  
。神。
  


  

    
[
  


  

  彼はキリストの名に信頼を置くことを拒否したとして非難される。


  

    
]
  






  

    

      
19
    
  


  

  判決（起訴、人間が裁かれる試験、判決の根拠）は次のとおりである：光が世界に到来し、人々は光よりも闇を愛し
  
た、彼らの仕事（行い）が悪だったからです。






  

    

      
20
    
  


  

  というのは、すべての悪行者は光を憎み（嫌悪し、嫌悪し）、自分の行い（行い、活動、行動）が暴露され
  
、非難されることを避けるために、光の中に出てこようとせず、光から尻込みするからです。






  
ヨハネ
  


  

    
14:1-17
  





 





  
増補聖書、クラシック版





 





  

    
14
    
  


  
あなたがたの心を騒がせてはなりません。あなたは神を信じ
  
、神に従い
  
、信頼し
  
、頼ります。わたしを信じ
  
、わたしに従い
  
、信頼し
  
、また頼りなさい。






  

    

      
2
    
  


  

 
父の家にはたくさんの住居（家）があります。そうでなかったら、私はあなたにこう言っただろう。私はあなたのために場所を用意するために出発するからです。






  

    

      
3
    
  


  

  そして、私が行ってあなたのために場所を準備するとき、私は再び戻ってきて、あなたを私自身のところに連れて行きます。






  

    

      
4
    
  


  

  そして、私が行こうとしているところへ、あなたは道を知っています。






  

    

      
5
    
  


  

 
トマスはイエスに言った、「主よ、私たちはあなたがどこへ行かれるのか分かりません。では、どうやって道を知ることができますか？」






  

    

      
6
    
  


  

  イエスは彼に言われた、「わたしは道であり、真理であり、命である。」私を通さない限り、誰も父のもとに来ません。






  

    

      
7
    
  


  
もしあなたがわたしを知っていたなら


  

    
[
  


  
わたしを認識できるようになった


  

    
]
  


  

  なら、あなたはわたしの父のことも知っていたでしょう。これから、あなたは神を知り、神を見たことになります。






  

    

      
8
    
  


  

  フィリポはイエスに言った、「主よ、私たちに父を見せてください。


  

    
[
  


  

  私たちに父を見させてください。私たちが求めるのはそれだけです


  

    
]
  


  
」。そうすれば私たちは満足するでしょう。






  

    

      
9
    
  


  

  イエスは答えられた、「私は長い間あなたたち全員と一緒にいたのに、フィリポ、あなたたちはまだ私を認めず、知らないのですか。
  
」私を見た人は誰でも父を見たのです。では、どうして「父を見せてください」と言えるでしょうか？






  

    

      
10
    
  


  

 
あなたがたは、わたしが父のうちにおられること、また父がわたしのうちにおられることを信じないのですか。私があなたに話していることは、私自身の権威
  
や独断で言っているのではありません。しかし、絶えず私の中に住んでいる父は、（
  


  

    

      
[
      
    
    

      
        

          

            
a
            
          
        
      
    
    

      
]
    
  


  

  
彼の）働き（彼自身の奇跡、力の行為）を行います。






  

    

      
11
    
  


  

  わたしが父のうちにおり、父がわたしのうちにいると信じてください。さもなければ、作品自体のために私を信じてください。
  


  

    
[
  


  

  もしあなたが私を信頼できないなら、少なくとも私が父の名において行っているこれらの働きであなたを納得させてください。






  

    

      
12
    
  


  

 
最も厳粛に言いますが、もしだれかがわたしを固く信じるなら、その人はわたしがしていることを自ら行うことができるでしょう。そして、私は父のもとに行くので、神はこれらよりもさらに偉大なことをしてくださるでしょう。






  

    

      
13
    
  


  

  そして、わたしは、あなたがたがわたしの名において求めることは何でも


  

    
[
  


  
わたし自身が叶え
  

    
      

        
ます
      
    
  


  

    

      
]
      [
    
  


  
わたしのすべてを示すものとして


  

    
]
  


  
行います。そうすれば、御父は御子


  

    
(
  


  
を通して


  

    
)
  


  
において栄光
  
と称賛を受けることができます。






  

    

      
14
      
    
    
[
  


  
はい


  

    
]
    
  


  
あなたが私の名において求めることは何でも、


  

    
[
  


  
私自身があなたのために行います


  

    
]
    [
  


  
私のすべてを示すものとして


  

    

      
]
    
  


  
叶え
  

    
      

        
ます
      
    
  。






  

    

      
15
    
  


  
あなたがわたしを


  

    
[
  


  
本当に


  

    
]
  


  
愛しているなら、あなたはわたしの命令を守るでしょう。






  

    

      
16
    
  


  

 
そして、私は父にお願いします。そうすれば、父はあなたにもう一人の慰め者（相談者、助け手、仲裁者、弁護者、力づける者、そして傍観者）を与えてくださいます。






  

    

      
17
    
  


  

  真理の御霊、世は彼を見ることも、彼を知り認識することもできないので、彼を受け入れることはできません（歓迎し、心に留めてください
  
）
  。しかし、あなたは神を知っており、認識
  
しています。神はあなたとともに


  

    
[
  


  
常に


  

    
]
  


  
生きており、あなたの中にいるからです。






  
そしてエペソ人への手紙
  


  

    
1:5
  






  

    

      

     
神は、ご自身の優しい意図に従って、イエス・キリストを通して私たちを養子としてご自分に授けるようあらかじめ定めてくださいました。
    
  






  

 
しかし、無職の息子としてではなく、中核となる実践志向の弟子として十分な備えを備えた者は、宗派に関係なく、すべての国を弟子とするための強力な軍隊として出発することができます。なぜなら、私たちはキリスト・イエスにあって一つであるからです、アーメン。






  

  私たちのうちにあるキリスト、偉大な神の子、栄光の希望を促進するためです。






  
コロサイ
  


  

    
1:26-27
    
  


  

 
「王国の奥義は一言で言えば、あなたの内にキリストがいるということです。そうです、キリストはあなたの内に、来るべきすべての輝かしい出来事の希望をもたらしてくださるのです。さらに、「栄光の希望は、私たちとすべての被造物を回復するという神の約束の成就である」と続けられています。ハレルヤ！






  
さらに細分化すると、
  
 


  

    

      
God's
      Eagle Ministries – Otakada.org
      
    
  


  

  
とキリストの体における私たちの情熱
  

 
は、一般に、信仰に基づいたコミュニティを整え、精神、魂、そして生命力を総合的に高める健全なコンテンツ、製品、サービスを通じてオンラインの求道者にリーチすることです。個人の体を強化し、キリストの体の一致を促進します。






  

    
精神の統一と信仰の統一の違いは何ですか
  


  

    

      
?
    
  






  

    
1.
    
  


  
「
  
平和の絆における御霊の一致を保つために勤勉を働かせること」（エペソ


  

    
4
  


  
：


  

    
3
  


  
）。






  

    
2.
    
  


  
「
  
私たち全員が信仰と神の御子についての認識を一致させるまで」（エペソ人への手紙
  


  

    
4:13
  


  
）






  
精神の一致
  ―
  私たちはこの一致を
  

 
作るように言われているのではなく、それを保つために勤勉に努力するように言われていることに気づくことが重要です。統一性はすでにあります。しかし実際的な方法として、争いの中ではなく、団結の絆の平和の中で、私たちは「すべての聖徒たち」への愛を持って、それに応じて歩まなければなりません。この状況を悪化させるためにさまざまな影響が働いていますが、「平和の団結の絆」がそれらすべてに対する実際的な解決策です。主の権威、そして私たちの崇高な頭の慈悲深い指導と奉仕は、宗派や学校を離れて、御霊の一致を保つためにこのように努力する人々によって豊かに実現されるでしょう。






  

    
13
  


  

 
節の「信仰の一致」は別の問題です。賜物の活動には、「私たち全員が信仰の一致と神の御子についての認識に到達するまで」という目的のためにキリストの体の徳を高めることが含まれています。この
  


  

    
2
    
  


  

 
つを混同してはいけません。これは客観的なものですが、御霊の一致はより主観的なものであり、キリストの体の各部分の重要な一致が関係しています。信仰の一致は、聖徒たちが神の子に関する知識と関連して到達する、あるいは「到達」するものです。






  

 
神は完全な啓示を行い、このことは神のみにおいて知られています。神の言葉、やり方、働きが、父と御子のうちに御自分が一つになることを完全かつ祝福的に宣言された神の中でです。ここで私たちは確かに前進し、祝福された神の御子である主イエス・キリストについての優れた知識を深め、神が慈しみ深く私たちをその交わりの中に招いてくださった者となる必要があります。






  
精神の統一
  ―
 
これについては多くのことが語られてきましたが、これまで述べてきたように、実際的な方法でそれは保持すべきものではなく、作るべきもの、あるいは達成すべきものであるという印象を心に残しています。
 
―「平和の絆」において。私たちは、神の愛する聖徒たちを、私たちにとって恥ずべき党派や意見の対立を招く名前で呼ぶことをやめなければなりません。この行為は不注意であるだけでなく、罪深いものです。なぜなら、私たちは皆、キリストの体の一部であり、たとえ他の人がそうであったとしても、他のメンバーを認めてはならないからです。それでは、ご自分のすべてを完全に愛して下さる方のために、お互いのことを真剣に語り合い、思い、存在する権利のない党名を恥じましょう。なぜなら、キリストは分裂することができないからです。これは、平和の絆における実質的な統一に向けて大いに役立つでしょう。私たちが奨励されている努力はこの線上にあります。私たちは「勤勉に行動する」ことになっていますが、好意的な当事者を視野に入れて特別な努力をすることはここでは考慮されていません。私たちの努力は全体の立場に関して真理によって管理されなければなりません、そうでなければ聖霊の一致に反することになります。






  

 
「聖霊の一致はすでに形成されており、キリストのすべての部分を包含するものである」と言われてきましたが、やはりそれは「神のすべての子供たちに関係する共通の場所」（


  

    
WK
  


  
）です。






  

 
別の人は、「それは抽象的にだけではなく、実際には一つであり、一つの体を形成し、各部分を体の中の所定の位置に配置している」と書いています。また、私の側では、「もし私の精神の中にすべての聖徒たちへの愛が存在しないなら、私は（団結を）壊すだろう…形を維持しながらも」。それは「感情の類似性ではなく、聖霊によって確立されたキリストの体の各部分の一体性」（


  

    
JND
  


  

 
）だからです。この確立された一致に関して健全な勤勉さが活動しており、また信仰の一致と、私たちの祝福された主であり神の子としての救い主についての知識に関して進歩が見られる場合、必然的に神のために豊かな結果が伴うでしょう。栄光。






  
「団結」―新約聖書にある言葉は二度だけです。エペソ人への手紙
  


  

    
4:3
    
  


  
と
  


  

    
13
    
  


  
に。そして、旧約聖書の中で一度だけ。そこでは、最後の「度の歌」の
  


  

    
1
    
  


  

  つで大きく使用されています。主が聖所で祝福され、主の祝福がシオンから流れ出る直前に（詩


  

    
134
  


  

 
）。御霊の言葉を書き留めてください。それは、頭に塗られるだけでなく、神に関係するすべての人に届く貴重な軟膏のようなもので、その芳しい香りが周囲に広がります。それはヘルモンの高さの露のようなものでもあります。下降し、蒸留され、さわやかなシオンです。
 
「そこで主は永遠の命さえも祝福を命じられる」と書かれているのも不思議ではありません。旧約聖書の中で永遠の命について言及されているのは、ダニエル
  


  

    
12:2
    
  


  
を除いてここだけであることは驚くべきことではありません。






  

  「兄弟たちにとって、団結して一緒に住むことがどれほど素晴らしく、どれほど楽しいことか見よ。」






  

 
これを熱心に求めてみませんか。それは、多くの兄弟たちの中の長子である父とともに、父の家において永遠に私たちの分け前となるのです。






  
シャローム！






  

    
オレオジョ大使月曜日オグウォジョ・オグベ
  






  
私たちについて
  – 


  

    
Gods
    Eagle Ministries – Otakada Inc – A United Christian
    World
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